
平成２０年３月２４日

４月１日より、国道の路線名・経路等が変わります。
～ 国道バイパスの開通等に伴い一部区間を移管 ～

国道８号「津幡北バイパス 「小松バイパス」及び国道１５９号「金沢東部」、
平成２０年４月１日から、国道の路線名・経路・担当道環状道路」の開通等により、

路管理者が変わります。

【変更の概要】
。 ， 。各路線の移管は下表のとおりです 詳細は別紙の参考資料１ ２をご参照下さい

なお、４月１日からの移管に伴い、３月中に本件に関連する道路標識の記載等の
変更作業を行います。

しばらくの間、ご迷惑をおかけいたしますが、ご通行の際は、ご注意下さいます
ようよろしくお願いいたします｡

表．移管区間一覧

【問い合わせ先】

国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 道路管理第一課長 吉田 哲夫

電 話：076-264 -8800（代表）

記者発表資料

石川県政記者クラブ発表先 石川県政記者クラブ発表先
配布を持って解禁扱い 配布を持って解禁扱い

【能美・小松・加賀地区】  ※資料－１  

路　線 区　間 道路管理者 路　線 道路管理者
大長野西交差点（能美市大長野） ～

～沖町交差点 経由～
　　～ 箱宮町交差点（加賀市箱宮町）

【津幡・金沢地区】　※資料－２

路　線 区　間 道路管理者 路　線 道路管理者
刈安北交差点（津幡町刈安） ～

金沢市今町地先
金沢市今町地先 ～

森本交差点（金沢市吉原町）
森本交差点（金沢市吉原町）～

浅野川大橋交番前交差点
（金沢市東山）

舟橋JCT（津幡町舟橋）～
今町JCT（金沢市今町）

鈴見交差点（金沢市鈴見台） ～
 田井町交差点（金沢市田井町）

田井町交差点（金沢市田井町） ～
～（兼六園下交差点 経由）～

～ 橋場交差点（金沢市橋場町）

主要地方道
金沢井波線

金沢市道
橋場兼六園下線 他

現　　　在 平成２０年４月１日から

一般国道８号 国土交通省

石川県

国土交通省

石川県一般国道305号

一般国道159号

国土交通省一般国道159号

金沢市

一般県道
森本津幡線

一般国道359号

石川県

石川県

国土交通省

国土交通省

一般国道８号

一般国道159号

国土交通省

現　　　在

国土交通省
一般県道

森本津幡線

平成２０年４月１日から

一般国道８号
国土交通省
（変更なし）



（参考資料－１）

■能美・小松市・加賀市の路線名等の変更について

① 国道８号の「小松バイパス （平成15年３月全線開通）に並行する区間（ ）で当初の計」 ※１

画通り、電線共同溝事業等が完了したことに伴い、同区間を国道305号とし、石川県に移管

します。

※１） 国道８号のうち、大長野西交差点（能美市大長野町）から沖町交差点（小松市

有明町付近）を経由し、箱宮町交差点（加賀市箱宮町）に至る区間。



（参考資料－２）

■津幡・金沢地区の路線名等の変更について

「津幡北バイパス」の全線開通に伴い、津幡北バイパスから舟橋JCT（ジャンクション）

を経由して加賀方面にいたる国道８号のネットワークが強化されます。

これにより、

① 現在の国道159号の舟橋JCT～今町JCT間を国道８号と読み替えます。

② 旧道となる国道８号の区間（ ）については、広域交通が津幡北バイパスへ転換し、地域※２

内交通を主とした路線になると予想されることから 「県道森本津幡線 （県道215号線）と、 」

し、石川県に移管します。

※２）刈安北交差点（津幡町刈安）から浅田交差点（津幡町浅田）を経由し、金沢市今

町地先に至る区間。

③ 平成18年４月に全線開通した金沢外環状道路山側幹線（通称：山側環状）に一部並行する

国道159号の区間（ ）についても、主な交通が山側環状に転換し、地域内交通が中心とな※３

ったことから、金沢市今町地先から現在の国道304号と交差する森本交差点までを「県道森

本津幡線 、森本交差点から浅野川大橋交番前交差点までを「国道359号」とし、石川県に移」

管します。

※３）金沢市今町地先から金沢市南森本町を経由し、金沢市東山地先に至る区間。

④ 山側環状の一部を構成する国道159号の区間（金沢東部環状道路）は、山側環状の全線開

通に伴い、鈴見交差点から金沢市中心部へ流出入する交通量が伸びているため、田井町交差

点と兼六園下交差点を経由し、橋場交差点へ至る「主要地方道金沢井波線」及び「百万石通

（ ）」、「 （ ）」 、り 市道橋場・兼六園下線 兼六大通り 道小将町・田上線 を新たに国道159号とし

ネットワークの形成を図ります。


